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青葉区民のつどい2017

「歩く人も交通―交通まちづくらl少 く入し父7E―父lEまうつくり西考える」   せい'1■‐‐3
今回の区民のつどいでは まちづくりの重要な視点として 咬 通」を取り上げました 住んでいるlL,ごとに

交通課題は当然違つてきます 年齢や生活スタイルの違いで不便に感じることも違います 区民の方々からこう

した意見を直接聞く場として青業区民のつどいを開催しました.

ナじゃない 青栞J

寸文彦さんから交通まちづくりの課題や施策の紹介があ

J 時代と共に
'車

両Jか ら「人の移動J さらに現在

t化 してきたと説明がありました.例えば歩道幅に関し

たヽものから車線の多事ではなく 人のlI来や省みに配

変ヽlLし ています。また 街路の主役は「歩行者と自転

てヽ楽しいまちのあり方が見えてきます。「

`可

かを必要

とすれば何かを捨てなくてはならない.」 限られた空間の優先順位をどのように市民同士で折り合い 決めるこ

と●・できるか。まちづくりの主体としての市民力や 自分たちの生活の質を向上させつつ 一人ひとりがどのよう

な責任を持たたばならないのかが問われています

0第 二部の情報提供では都市整備局都市交通課嗣操
=の交通を取り巻く環境と取組の方向Jについて説明があ

社会に先駆けて だれもが移動しやすい交通体系を考え,

高齢イとは右図のような「負のスパイラルJを ]き起こし,

いための施策が必要てす .赫者の自動車免許返納を進て

勁の仕組みが求められます.また青薬区の地形や人口構|

必要です 交通まちづくりという考えは将来の青彙区に重要な視点である   将来起こりうる負のスパイラル

ことが分かります

o4つ のエリアに分かれて話し合い 次のような意見や報告がありました.

トベ.歩きたくなる●になって欲しい.

が住|.工夫をすることで街の形が変わることを期待し

,連携ができないか。

一になり そこを通じて区内どこへても行ける路線を.

東ヽ西移動を考慮して

通勤通学者から日中移動する人たちにシフトする。

だけて考えず多輌丘曖文イじ圏といった人の移動や広技で
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9第 42回横浜市区民会議交流会 (122o16)『 いくつになつてもテャレンジする 新しい社会をめざして [J

波上場合翻 暗大会議宣という展望のよい会場で開催しました 今回は「今まで経験をしたことのない年齢構成の社会J

を新しい社会と呼び 既存の枠組みを超えて自由な発想て考

え 新しtヽ社会を作つていくことをテーマとしました 高齢者がま

ちの担い..として活腱する新しい社会 ! さまざまな分野で す

でに実践されている0人のパネリストこ登軋 ていただきまし

た。子どもの未来を信じて一緒に稲作づくりをされている保土ケ

谷区の知連子さん 鶴見11こ和船を浮かばせた舟運復活プロ

ジェクト●長の長谷

"武
明さん 青葉区からま3T曰 カフエを運

営している大野承さんと何歳になつてもやりたいことをし続け 畑さん 長谷川さん   大野さん

る 元気な方たちの話を問くことができました 交流会報告●
‐
は区員会議ホームページで読むことができます

Φ
【妨災まち歩き ,3弾 を田 市ケ尾地区】(●1572046)(安 全 安心 まちづくり部会)

美しが丘地区 思口あかね台地区に続き第3回 日は市が尾駅から江口駅まてを歩くコースです。市が尾駅―養蚕

指導者謝恩の碑→朝光寺―鶴見川谷本構―ビアス市が尾 (マ ンション)一 ビッピ保育園―青葉スポーツプラザ
ー鑽野神社一触神社一人ll街道 (荏田)―江口駅

市が尾駅から露見
"1台

いべは高

`差
のある坂道を下ります.朝光■の前の道躍

は鶴見‖|こ沿つた道で このあたリー帯は浸水想定区●になつています 昨年の

大雨の時は谷本橋のアンダーパス近くまで増水しました.ビアス市が尾マンション

では 敷地内の給水槽や在宅避難に特化した防災訓練の話をうかがいました

ピッピ保育国は 確 が保青 2階には認知症高齢者グループホームを,政.子ど

もたちと防災まち歩きを定期的に行つたり災害時に備えてきまざまな事業を展開し

ています。世域のリスクを歩いて観察

することは適切な対応には欠かせま

せん 自分の住むまちをしっかり歩い

てlL域ごとの防災 減災対策に着か

すことができるよう 防災まち歩きを

今後も続けていきます.

勲 災 絨災公開講座 滅災教菫#1 112シ2o17)青栞区で災害リスクを考える !

減災アトリエ主睾 消防防災科学センター防災図上訓練指導員でもある鈴木光さんを講師に「m銀災マップJを使っ
た防災ワークシヨップを開催しました.  《m,1災マップを使う利点》

自分の地,の減災マップを自分て作ることで 災害を「自分ごとJこします
自分の地域 (災害リスク 資源や情報)を再認識するきっかけになります.

自分で作ったマップ(A3サイズ)を人に見せて情報を共有てきます。
同じ地域の人が集まって 情報を伝え

合い 地域の時災力を高めます
同じ地域内で助け合い情報を互しヽこ書
き込むことて支え合いの基盤づくりこ役
立ちます.

さまざまな災音リスク地図を重ねて書き
込に とができます.

新しい災喜情報を足して常に最新のマップにすることができます.

想定司1級をする際の材料になります

―家にひとつ「my減災マップJを用意しておくことを広めていきたいですね !

このい 減災マップJこついての質問 問合せは
[mal mal@aobakum ntt gi∞ m まで

,一

今回忠 枚の地園を重ねて使いました

●■砂災害危険個所  C航空写真

0防災開蓮施設表示 想定震慶

●浸水想定区域 (洪水 内水,

指示どおりに色別シールを貼ります
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¥青 業区内の「みどリアップ」を見に行つてきました (自然 環境部会)

横姉 では 鴨 豊かな横浜を次世代に」弓|き継ぐために2009年度から「横浜みど
り税」を実施し これを財源の一部に横浜みどリアップ計画に取りllaんでいます.

この施策がどのように推進されているかを,地で確認しました

(1)も えぎ野ふれあいの構林  (ま ちの森をみんなで育んでいる現場)

横浜みどリアップ計画では 市内の森の減少をくい止めるため 土地所有者の方々
と契約を結ぶことで績の俣全を進めています また その春の緯の質を高める維持
管理に取り組んでいます  「もえぎ野ら、れあいの樹林J(約1 4ha)は藤が丘駅より約5分 衡中の静かな森で
住宅地内の緑のオアシスとなっています 1'98年 に開園 同時に地域の住民から成る樹林愛議会が発足し 現在
35名の会員が樹林内の整備 外周の草メ1り 清掃 檀物詢査などの推持 管理活動を行つています。また  illl
林まつりJな どの地域向けのイベントを開催 小学校の子供達の環境学習の支援を,う など地域とつながりのあ
る活動も展開しています 2014年度に市と協働して「もえぎ野られあいの村林保全管理計画Jをつくりました.

起伏に富んだ樹林内を歩いてみると 訪れた人々が安全に散策できるよう階段やロープ柵が整備され 植物には
名札が付けられていました.10年後を見据えて計画 作業がされT寧な手入れによってきまざまな花 木々が残
され 昆虫や動物のすみかになっています.横浜みどり税が有効に使われている実感を持ちました

121柿の木台地区 (jL域緑のまちづくり)ilL鷲緑のまちづくりJと はlL域住民と横浜市が協力して 地域にふ

さわしい線を創出する事業です 柿の木台地区は2014年度に青葉区てま初めて..を

常げ承認された事業となりました.推進団体は「やもと度塾Jで 代表の工藤昇き
んが「水国のある風景を残したいJと いう思いで活動をスター ト.その中で 地域
のためにさらに何かできないかと考え 2014年に 馳 域緑のまちづくりJ事業に応
募し 活動を始めたそうです。場在 会員10名 で活動しておリ ー.作 りのベンテ付

i葉区地城福祉保健舒画の中から (健康 福lt 教育部会)

横浜市地域福祉倶健ll画には市全体の計画 (よ こはま笑顔プラン)と 各区の計画があります。 二墾霞屈冒霊露墨

お花塙 (プランター)によるlL域の緑イしや 当地由
来の柿の木の植樹 「大山道Jを中いとした散,適
の策定などを目指し 柿の本台肛内全体が近隣地域

の r,ぃの量山公固」となることが最終目的だそうです。町内を歩くとまちのあち
こちにベンチ付お花箱が設置されていました。花と緑が多いというまちの景観面
のプラス効果だけでなく 商齢者や幼い子ども 重い荷物を持つ方などが
ちょつと体めるベンテがあちこちにあるということも 魅力あるまちづくりに貢
献しているのではと感じました

当部会|ま青彙区の「言葉かがやく生き生きプランJ(2016年3月 策定)を ベースに実施.I画の主
体である地域ケアプラサを順次訪間 実態の調査を行いました。今期は4か所のケアプラザと
の意見交換を行うことができました.ケアプラザ共通の課題を見出すために 読l.lで きなかっ
た所には行事内容や集客状況などの情報をいただきながら活動を継続しています 地域ごとに
多少の違ιヽまあるものの共通課題としては 行事の広報周知のむずかしさや 利用者のアクセ
ス (違いなど) ケアプラザ行事参力,への最初の一歩への戸惑いなどがあるようです 2000年

初めての試みとして区民会議活動紹介バネル展示を行いました.3都会の活動の
ほか 9期から11期までの区民会議ニュース(32号～45号)も 紹介しました。ま
た恒例の区民まつりでは区の街路村クイズや減災クイズなどを実施し たくさん
の区民の方に参加 していただきま した

に施行された介護保険法も近年数回にわたる改正が続き それ
に伴う検.l項 目は多岐にわたるようです

● また 崎 護施設職員の処遇改善Jについては厚生労働省が「2017年度に介
護職員の処遇改善に向けた臨時の介護報酬改定を行う」とし 改善が期待されま
す

0学 晋会では健康福祉問題をとりあげ 医療法人社団明芳会 横浜斬都市脳神
経外科病院の協力で『脳卒中の場状J「危険因子と予防J「―曖を争う状態の発見J「生死分ける数分間」「後
退症対象Jな どをテーマに4回開催しました.

区民会議の広報活動
区役所区民ホール展示 (loll 10714/2016)区 民まつり(11′ 3′2016)
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【6月勉議会】6′ 15′ 2●■6 い口菫まちづくりlEll葡けヨ置にスタープラン ー プラン

ー

う視点をいれてはどうか」「地域ニーズなどは住人向け会合を開き葉めて欲し :精区計
づくり指針 平m4年策定 :

6月 に公表された素案について区政推進課高西係長から説明を受けました。どの部

分が前回からの変更箇PFな のか確認をしながら質疑応答となりました この勉強会

を通してきらに7月 には区民会議から「多世代を対象としたまちづくりへの具体的

な取り組みはどのようなものがあるのか掲載するJ「青葉区まちづくり指針の書き

方として 今後 地下鉄lt伸や道路などを考えると横浜市の中だけでなく関東エリ

アでの青葉区という要素を入れた青葉区指針とし そのためにも広城連携とい   II'コ 嘔口子【  1  =

い」といった提案を提出しました  (現在原案を都市計画審議会べ付讀)

【9月勉強会】9′ 29′2016 千葉区運営方針を聞く

毎年区版広報4月 号に区の三雲事業や区の運営方針が掲載されます。その中

でどれを重点的に計画しているのか直接 区政推進課鈴木課長から説明を受

けました 区民会議では行政との情報交換の場を設けています.

【1■月勉強会】11′ 24′2016 コミュニティリピング推進事業の3年計画の内

容について  区政推進課首田課長から言葉区の現状調査の結果報告やデー

夕などの情報をお聞きしました

112月勉強会】12′ 22′20■61o‐ loood Yokohama

横浜コミュニティデザィン ラボ代表理事/ヨ コハマ経済新聞編集長 杉浦裕

樹さんに横浜の地域資源 (こ 卜/組織/拠点/制度/プ ロジェクト)ゃ情報を市民

の『共有財Jと して「まちづくりJに どのように活用するかlTを使つた仕組みを説

明していただきました 『情報は発信するところに集まる/情報は関心があるヒド

から関心があるヒトにF_わ っていくJこれはまさに区民会議の機能に過します 超

高齢化 人口滅少時代に突入し ll会コストが増えます 行政だけで課題は解決てきなく

なります これからは 横浜市全域でヵ!連する課題を区ごとに対応できる仕組みが必要となります

オープンデータ活月プロジェクト報告  次の3つの課題解決をデータを使って考えます
1安全なまち青実を創るためには～交通事故の背景 データとマップで考える

2これからの青葉区のまちづくりに必要なものとは ～東急開発50年 と共に一将来を考える

3青茉区の経を増やすためには～緑が大tlと 感じる人(縁サポーター)を 増やす

「まちの安全度Jは どのような数値で測ることができるてしよう たとえば交通事故発生場所や事故原因と地域

の高齢化事は関係するでしょうか 青葉区の発生交通事故 (2016年 1月 ～2016年 11月 )765卜の内 高齢者関連

は226件 .約 30・・を占めています この発生状況をマップに書きたすことで対応策べのヒントが見えてくるかも

しれません また 青葉区内には200以上の公園があり 衛路樹数

は市内でダントツの1位です 街路の緑や街中の緑をまず定期的に  …
緑視率で洲リデータを積み上げる.そ こから次の一歩を探ります   ¨

横浜市内 区別衡路田欧で
'●

■
'

≪■業区オープンデータ率介コーナー≫

言葉区で保有しているさまざまな行政データが グラフやマップに

利用しやすい形式(エクセルなど)で 公開されています。「なるほど

ぁぉ|まm16Jではこのデータを使って言葉区の縁を分かり易いグラ

フにしています 冊子は区役所で入手できます.
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区民会.|では毎月勉強会を|・l催 します 内容やスケジュールについては青葉区員会議ホームベージでお知らせ し

ます 参力1希望の方は区役所広報相談係へご連絡 ください

言葉区民会議に参加を希望される方は 氏名 年齢 住所 電話番号

青業区役所 1階広報相談係べ T・ 045,78 2221 FaxЮ45,7&2411

メールアドレスを書いて

メール 1 00 kOho@c,っ Ohama,0
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